
 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

   

  

 

  

  

 

    

 

  

 

 

 

    

 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

   

 

  

 

 

 

 

2022 年度における環境物品等の調達実績の概要

株式会社国際協力銀行

  国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成１２年法律第１００号)第８条

第１項の規定に基づき、2022 年度における環境物品等の調達実績の概要を取りまとめ、公

表するとともに、環境大臣に通知する。

１．2022 年度の調達方針の策定等

  2022 年度においては、同年４月に環境物品等の調達の推進を図るための方針(調達方針)

の策定・公表を行い、これに基づいて環境物品等の調達を推進した。

２．特定調達品目の調達状況

  各特定調達品目の調達量等のうち、物品等の調達は別表１、公共工事は別表２のとおり

である。

（目標達成状況）

(1) 物品・役務

調達方針において、調達総量に対する基準を満足する物品等の調達量の割合により目標

設定を行う品目については、すべて１００％としていたが、別表１のとおり、判断の基準

を満足する物品を目標設定のとおり調達することができなかった品目が一部あった。

  判断の基準を満足する物品等が調達できなかった理由は、機能・性能上の必要性から判

断の基準を満たさない製品を購入せざるを得なかったもの等であった。

(2) 公共工事

公共工事については、使用される資機材が多種多様なことから目標値を設定していなか

ったが、2022 年度においては、別表２のとおり、調達方針に定める判断の基準を満たすも

のを使用するべく努めた。

３．特定調達物品等以外の環境物品等の調達状況

  特定調達物品等以外の物品の選択にあたっては、エコマークの認定を受けている製品又

はこれと同等のものを、また役務関連についても、環境負荷の低減に資する調達を行うよ

う努めた。

４．その他の物品、役務の調達に当たっての環境配慮の実績

  物品等を納入する事業者、役務の提供事業者等に対して、事業者自身がグリーン購入を

推進するように働きかけた。

５．2022 年度調達実績に関する評価

  2022 年度の調達については、概ね調達方針に定めた目標を達成しているが、機能・性能

上の必要性等の理由により、目標を達成できなかった品目があった。

  2022 年度以降の調達においては、2022 年度の実績を踏まえ、引き続きグリーン購入の一

層の推進に努めていくこととする。

以 上 

https://www.jbic.go.jp/ja/info/etc/image/environment02_01.pdf
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